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交通戦争私はこう考える
一・第2園自石市交通安全市民大会一一

　白石市交通安全市民大会か、1！月30日白石市民会館において開かれました。中学生、高校生、婦人、青年の

各代表の方による交通安全意見発表が行われました。発表に心をうたれた参集者の中から、この大会に出席出ロ

来なかった市民の方にも、貴重なご意見なので知らせて欲しいとの声がありましたので、本号によ1）逐次掲載

いたしたいと思います。

　
心
の
交
通
安
全
　
　
　
　
　
ド
を
出
し
過
ぎ
た
っ
た
と
か
、
の
理

　
　
　
　
　
　
主
婦
　
百
瀬
和
子
　
　
由
で
事
故
を
起
し
て
し
ま
っ
た
と
い

　
第
二
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
　
う
現
象
面
で
、
処
理
さ
れ
て
い
る
よ

会
に
、
出
席
さ
せ
て
頂
き
、
小
学
校
　
う
で
す
。

一
年
生
の
子
供
を
も
つ
．
母
親
と
し
　
　
　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
事
故
か
起
る
の

て
、
ま
た
ト
ラ
イ
バ
ー
の
一
員
と
し
　
て
し
ょ
う
．
、
私
は
、
事
故
を
起
す
根

て
の
立
場
か
ら
、
皆
様
の
前
で
主
婦
　
本
原
因
は
、
心
に
あ
る
と
思
い
ま
す

の
面
か
ら
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
　
　
現
象
面
ば
か
り
見
て
い
て
、
そ
れ

く
機
会
を
得
ま
し
て
、
嬉
し
く
思
っ
　
ぞ
れ
の
入
間
の
内
に
あ
る
心
を
、
変

て
お
り
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
な
く
f
、
は
、
事
故
は
無
く
な
り
な

　
さ
イ
」
、
皆
さ
ま
も
、
ご
存
知
の
と
　
　
い
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
．

お
り
、
今
や
白
石
に
も
・
交
通
戦
争
〃
　
　
わ
か
り
易
く
言
い
ま
す
と
、
車
は

と
云
う
言
葉
か
、
叫
ば
れ
る
よ
う
に
　
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
で
走
る
と
い
う
の

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
物
理
的
な
現
象
で
あ
り
、
本
当

　
四
十
七
秒
に
一
回
、
日
本
の
ど
こ
　
は
、
「
車
は
心
で
走
る
」
と
い
う
こ
と

か
で
、
ガ
シ
ャ
ン
と
、
尊
い
生
命
か
　
　
な
の
で
す
。

傷
つ
き
，
奪
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
交
通
規
則
の
改
正

　
信
号
機
の
増
設

な
ど
し
て
、
違
反
や
事
故
を
な
く
そ
　
　
　
e
　
　
　
榔
、
，
〆

う
猷
縛
確
、
け
ゼ
デ
！
」
・
謙
．
襟
．
誠

や
、
ス
ク
ー
几
ゾ
ー
ン
の
設
置
な
ど
　
　
　
｝
　
、
・
：
　
　
－
．
・
伽
醸
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒
　
　
　
鐘

を
し
て
、
事
故
防
衛
対
策
に
、
大
わ

ら
わ
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
そ
れ
を
よ

そ
に
、
事
故
は
多
発
の
傾
向
を
た
ど
　
　
私
も
、
だ
い
ふ
前
の
事
で
す
か
、

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
主
入
と
ち
ょ
っ
と
口
論
し
て
、
い
や

　
皆
さ
ん
、
こ
れ
を
、
ど
う
お
考
え
に
　
な
気
持
で
車
を
運
転
し
て
出
か
け
ま

な
る
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
し
た
ら
事
　
し
た
。
行
く
途
中
は
、
何
も
ご
ざ
い

故
を
無
く
せ
る
と
思
い
で
し
ょ
う
か
。
　
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
目
的
地
に
っ
い

　
事
故
に
会
わ
れ
た
方
は
、
信
号
機
　
　
た
と
た
ん
に
、
車
庫
に
ぶ
つ
け
て
し

か
な
い
か
ら
と
か
、
歩
道
が
な
い
か
　
ま
い
ま
し
た
。
車
庫
で
あ
っ
た
か
ら

ら
と
か
言
い
、
又
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
　
よ
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
が
人
と
か

方
は
急
に
飛
び
出
し
て
来
た
と
か
、
　
車
に
で
も
…
…
－
と
考
え
ま
す
と
、

お
酒
を
飲
ん
だ
か
ら
と
か
、
ス
ピ
；
　
身
の
毛
の
よ
だ
つ
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
．
こ
の
様
に
、
心
乱
れ
て
運
転
し

ま
す
と
、
車
も
乱
れ
で
、
走
り
、
事
故

の
原
因
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
反
面
、
心
穏
や
か
に
、

落
着
い
て
い
る
時
は
、
ハ
ン
ド
ル
を

握
っ
イ
、
も
、
車
も
そ
の
通
り
穏
や
か

に
走
り
、
無
事
故
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
車
は
、
心
の
影
で
す
か
ら
、
心
で

思
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
現
象
と

な
っ
f
、
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
心
て
、
い
れ

ば
よ
い
か
と
言
い
ま
す
と
、
私
達
主

婦
は
、
ま
ず
家
庭
生
活
の
中
か
ら
、

常
に
心
豊
か
な
、
心
配
ご
と
な
ど
な

い
、
明
る
い
家
庭
を
築
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
家
庭
生
活
を
と
お
し
て

明
る
い
心
を
保
つ
よ
う
に
、
努
力
す

る
こ
と
で
す
。

　
明
る
い
心
で
い
れ
ば
、
和
や
か
な

や
さ
し
い
明
る
い
言
葉
も
自
然
に
出

て
来
ま
す
、
そ
れ
略

、
家
庭
生
活
が
明

る
く
円
満
に
な
り
、
安
全
運
転
無
事

故
に
、
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
て
し

ょ
う
か
。

　
反
面
、
常
に
怒
り
の
あ
る
言
葉
を

使
、
つ
家
庭
に
は
、
怒
り
、
不
平
不
満

か
、
満
ち
満
ち
デ
、
、
心
か
不
安
定
と

な
リ
、
満
さ
れ
な
い
生
活
と
な
り
ま

す
か
ら
、
事
故
、
怪
我
な
ど
が
、
舞

い
込
ん
で
き
ま
す
。

今
か
ら
す
ぐ
、
心
の
方
向
転
換
に
、

心
か
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
私
の
家
で
、
心
か
け
て
い
る
事
を

二
、
三
申
上
げ
ま
す
と
、
従
業
員
の

方
、
主
尺
、
子
供
と
、
折
に
ふ
れ
交

通
事
故
防
止
に
つ
い
で
、
話
し
合
っ
て

お
り
ま
す
。
子
供
は
、
子
供
な
り
に
、

ぼ
く
達
は
交
通
の
き
ま
り
を
守
っ
て

お
る
の
に
大
人
の
人
は
そ
れ
を
守
ら

な
い
の
で
す
ね
等
々
言
わ
れ
る
と
、

大
人
と
し
て
は
す
か
し
い
思
い
が
い

た
し
ま
す
。

若
い
運
転
手
の
方
に
は
、
「
あ
な
た
は

交
通
規
則
を
守
る
し
、
運
転
も
上
手

だ
か
ら
、
大
丈
夫
ね
一
と
誉
め
て
、

認
め
て
、
信
し
で
、
、
送
り
出
し
て
お

り
ま
す
。
誉
め
ら
れ
て
嬉
し
く
な
い

人
は
、
い
な
い
て
し
ょ
う
。
か
え
っ

f
、
気
を
つ
け
る
よ
う
に
、
な
る
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
種
々
の
交
通
規
則
の
改
正
や
、
交

通
規
則
を
厳
し
く
す
る
の
も
、
た
し

か
に
、
効
果
的
で
、
大
切
な
事
で
す

か
、
そ
の
時
は
、
注
意
し
守
る
で
し

ょ
う
が
、
だ
ん
だ
ん
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
、
ま
た
も
と
に
戻
っ
で
、
し
ま
・
略
，
の

で
は
な
い
f
．
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
物
理
的
、
現
象
的
な

面
も
大
切
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
、

心
の
方
向
転
換
を
は
か
り
、
そ
の
た

め
に
言
葉
の
力
の
重
要
さ
や
、
明
る

く
調
和
し
た
家
庭
の
大
切
な
こ
と
を

知
n
、
私
達
主
婦
は
、
心
か
け
る
よ

う
皆
さ
ん
と
共
に
、
努
力
し
ょ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
と
り
と
め
の
な
い
意
見
を
述
べ
さ

せ
イ
、
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
中
の
一

つ
で
も
、
ご
参
考
に
し
て
頂
け
ま
し

た
ら
幸
で
こ
ざ
い
ま
す
。
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明けましておめでとうございます

ぞ’＼

市議会議長黒沢 鐵
呈

　市民の皆様あけましておめでとうござい

監ます。輝かしい新春を迎えるにあたり、市

議会を代表して心からお祝い申し上げます、

　昨年は中東紛争による、石油問題などを

始め、国内外における重要な政治、外交、

経済問題とともに激変する情勢の中で、一

瞬のうちに過き去った感かいたします。

　当市は、市制施行20周年を迎えると同時

に、市民の殿堂市庁舎が開庁いたしました。

そして東北縦貫自動車道の一部開通、東北

新幹線工事第2白石トンネル導抗が開通を

みました。今年は、白石バイバス白南地方

の買収事務に入り、七ヶ宿ダム建設は順調

に進展し、本市を中心とした地域開発が、

急テンポに着実に進められております。

　二のような情勢下のもと、市民の皆様と

共に、力を結集して飛躍的な市勢発展と健

康で豊かな生活のできる都市づく1）に全力

をあげる所存でありますので、一層のご支

援をお願い申上げまして、お喜びの言葉と

いたします。

市長　麻生寛道
　新年おめでとうこ、“います。

　白石市は、たくましく、計画的に都市整

備を進めてまいりましたか、ことしは、こ

の基盤の上に立って、次の段階へ大きく、．

はばたく年であろうと思います，

　昨年は、東北縦貫自動車道の白石、仙台

間の部分開通、市制施行20周年記念など、

市民生活の面からも大きく飛躍した年であ

りました。

　74年は、白石市にとって、一段と成長を

図らなければならない年であると思います。

そこで東北新幹線及び白石バイパス工事の

早期完成と、本当に住みよい郷土、即ち生

活環境、自然環境づくりを推進してまいる

覚悟であります。

　とくに本年は、徒会福祉の増進、教育環

境整備など、市民生活優先のきめ細かな街

つくりに、々を注いでまいりたいと思いま
す。

新しい年を迎えるにあたり、市民の皆様

のこ健康とご繁栄をお祈りしましてごあい

さつといたします。

議副議市収助市
　議　　入
員長長議役没長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令保菊三成鈴遠制小橋平宍和小鈴菅松山佐吉大匠大小渋庄境斎黒ご管阿麻

科地沢沢木藤野山本間戸泉室木野本谷藤見槻目野野谷司野　沢

善忠正庄彦含正惣徳　敏義欣　信正宗徳三慶八彦恭文猛有彦

矢郎美介一雄光策郎明雄孝一亨男男吉三治郎蔵郎郎造郎一一登

野部生

長末寛

蔵吉．道

繍
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一白石市の財政一昭和47年度決算

に●●馬
つはこのよ

　
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
十

二
月
十
七
日
に
招
集
さ
れ
一
般
会
計

乞
は
じ
め
、
特
別
会
計
決
算
並
び
に

昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
予
算
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
市
の
台
所
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
一
般
会
計
決

算
を
中
心
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
％
％
％
％
％
％
％

　
　
円
円
円
円
円
円
円

　
　
妊
汗
粁
肝
肝
肝
肝

　
　
9
2
騙
5
1
妬
5
5
2
1
璽

　
　
金
料
入
金
金
金
入

　
　
担
数

　
　
負
手
収

　
　
び
び
　
附
入
越
収

　
　
及
及

　
　
金
料
産

　
　
担
用

　
　
分
使
財
寄
繰
繰
諸

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
一
般
会
計
は

つ
ぎ
の
図
に
示
す
と
お
り
、
歳
入
総

額
二
十
億
四
千
七
百
六
拾
万
六
千
七

百
三
十
一
円
、
歳
出
総
額
十
九
億
六

千
五
十
二
万
五
千
百
八
十
六
円
で
、

差
引
き
八
千
七
百
八
万
一
千
五
百
四

十
五
円
の
繰
り
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
な
か
で
、
地
方
交
付
税
が

三
四
・
七
寄
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
次

い
で
市
税
二
三
・
○
智
、
国
県
支
出

金
一
七
・
五
宵
、
市
債
九
・
一
宥
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
歳
入
の
お
も
な
内
容
を
紹
介

し
ま
す
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
％
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
円
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
千
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
n
弘

昭和47年度一般会計歳入歳出決算

財

＼（23，0％）

依

存

地方交付税

lll㌶藷織
　　　（100％）　（エ3．7％）
　　　　　　　　　　　　　　　源

国県支出金縛　　翁

！鐸綴園

財

源

63．3％

地方譲与税
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金

災害復1日費39，500千円（2，0％

労　働　費17，727干円（0，9％

　　　　　　　　　　　50，255千円
　　　　　50，172千円
57，6。3千円（2，6％）（2・6％）

（2．9％〉　＼　／」二

総務　費

　576，243干円

＼（29．4％）

．

灘
謬

　
　
　
櫛
　
費

瀞
公
債
生
費
籍

　
　
　
　
　
衛
靱
便
色

円

歳出決算額

1，960，525千・円

00％

教育費
300，204千円

（15，3％1ノ

68，368千
（3．5％）

82，241千円

（4．2％）

　
　
勺

律
ナ
ノ

撰％
釣
々

　
市
税
　
　
総
額
四
億
七
千
百
七
十

三
万
五
千
七
百
三
十
一
円
で
、
市
民

税
と
固
定
資
産
税
で
、
全
体
の
六
十

九
・
六
智
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
　
こ
れ
は
市
の
面
積

や
入
口
、
道
路
の
延
長
な
ど
］
定
の

基
準
に
よ
り
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

金
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
　
事
業
実
施
に
と
も

な
う
国
の
負
担
金
や
補
助
金
で
、
総

額
二
億
三
千
二
百
八
十
八
万
二
千
円
。

　
県
支
出
金
　
事
業
実
施
に
と
も
な

う
県
の
負
担
金
や
補
助
金
、
事
務
委

託
金
で
、
総
額
一
億
二
千
四
百
八
十

五
万
一
千
円
。

　
歳
出
は
総
額
十
九
憶
六
千
五
十
二

万
五
千
百
八
十
六
円
で
、
各
部
門
別

の
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、

　
議
会
費
　
総
額
五
千
二
十
五
万
五

千
円
で
、
議
員
の
報
酬
、
職
員
の
給

料
な
ど
が
お
も
な
も
の
で
す
。

　
総
務
費
　
総
額
五
億
七
千
六
百
二

十
四
万
円
で
、
市
庁
舎
、
公
立
刈
田

病
院
財
政
援
助
費
、
特
別
職
、
一

般
職
員
等
の
給
料
や
手
当
や
、
備
品

費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

＿4一
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民
生
費
　
総
額
二
億
九
千
五
百
七

十
七
万
五
千
円
で
、
社
会
福
祉
費
国

民
年
金
費
児
童
福
祉
費
、
生
活
保

護
費
な
ど
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
衛
生
費
　
総
額
八
千
二
百
二
十
四

万
円
で
、
保
健
衛
生
費
と
清
掃
費
が

主
な
も
の
で
す
。

　
労
働
費
　
総
額
一
千
七
百
七
十
二

万
六
干
円
で
、
失
業
対
策
費
、
労
働

福
祉
費
が
主
な
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
　
総
額
一
億
九
千

二
百
四
十
八
万
二
千
円
で
、
農
業
費
、

林
業
費
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
　
総
額
五
千
十
七
万
二
千

円
で
、
商
工
や
観
光
振
興
の
た
め
の

各
種
補
助
金
や
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

　
土
木
費
　
総
額
二
億
二
干
九
百
九

十
五
万
四
千
円
で
、
土
木
管
理
費
、

道
路
橋
梁
費
、
、
河
川
費
、
都
市
計
画

費
、
住
宅
費
か
主
な
も
の
で
、
市
道

夢

1耀

城
山
橋
整
備
工
事
、
公
営
住
宅
建
築

費
等
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
費
　
総
額
五
千
七
百
六
十
万

三
千
円
で
、
消
防
署
職
員
の
給
料
、
手

当
、
並
び
に
消
防
団
員
の
報
酬
や
消

防
施
設
費
な
ど
で
、
消
防
ポ
ン
プ
購

入
費
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
費
　
総
額
三
億
二
十
万
三
千

円
で
、
教
育
総
務
費
・
小
中
学
校
費
、

幼
稚
園
費
、
社
会
教
育
費
、
保
健
体

育
費
に
分
か
れ
、
白
川
中
学
校
第
二

期
工
事
及
び
蔵
王
分
校
校
舎
改
築
工

事
費
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
災
害
復
旧
費
　
総
額
三
千
九
百
四

十
九
万
九
千
円
で
、
城
山
橋
橋
梁
災

害
復
旧
費
で
す
。

　
公
債
費
　
総
額
六
千
八
百
三
十
六

万
七
千
円
で
、
各
種
の
事
業
を
行
な

う
た
め
に
借
入
れ
た
金
の
返
済
分
で

元
金
及
び
利
子
分
で
す
。

2
郵
自

鮮
『

搬
、

　
憲

霧欝　
枷

　　ヌ　あ

騨

鶴鰍、．

　　　事　　業

　　　　　　　　　　　　　一千円
道路僑梁新設改良事業費135，379

公営住宅建設事業費36，177
白川小学校校舎新築事業費　28，329
　　　　　　　　ゴ
小学校校舎（分校）改築事業費　11，601

白石中学校水泳プール建設事業費　14，609

大鷹沢公民館建設事業費　33，689

・』・原白川簡易水道建設事業費　30，425

　　　　　主　　な

　　　　　　　　　　千円
児童福祉関係事業費　50，249

老人福祉関係事業費　34，242

生活保護事業費105、345

市庁舎建設事業費273，691

林道開設改良事業費　12，742

商工業振興事業費　27，758

観光振興事業費　13，257

噸

昭和47年度会計別決算状況

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額別計会

87．081．5451，960．525，1862．047．606．731計会般

27．739．0628．236．OOO35．975．062公営住宅処分金

O461．034、371461．034．371国民健康保険

043．14143．141小原診療施設

115．4404．884．7475．OOO．187

017．633．00017．633．OOO

012，792．48012．792．4，80

0195．254．666195．254，666

14．936．0472．660．403．5912，775．339．638

白石市簡易水道

白川簡易水道
建　設　事　業

小原湯元簡易
水道建設事業
宅地造成事業
貸　付　資　金

合　　計

＿只一
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監轟鰭謡助成拡大

日から実施一月1一1

乳
幼
児
医
療
費

　
　
二
才
未
満
児
ま
で
引
上
げ

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
昨
年
一

月
よ
り
一
才
未
満
児
を
対
象
に
無
料

化
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

一
月
一
日
よ
り
二
才
未
満
児
を
対
象

に
引
き
あ
げ
助
成
を
お
こ
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
は

次
の
要
領
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

《
届
出
方
法
》

◎
　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
と

　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を

　
さ
れ
資
格
を
う
け
て
く
だ
さ
い
．

重
度
心
身
障
害
児
医
療
費

　
　
重
度
心
身
障
害
者
ま
で
拡
大

震膝灘盤

玉
　
　
　
｛
　
加
　
の
方

加
入
保
険
証
の
別

社
会
保
険
等
加
入
の
方

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

社
会
保
険
等
加
入
の
方

届
出
先

福
祉
事
務
所

各
出
張
所

薮

　響

鑑
欝螺
　毒

謡

　
重
度
心
身
障
害
児
医
療
費
の
助
成

は
、
こ
れ
ま
で
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
児
童
に
限
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
一
月
一
日
か
ら

次
の
方
が
該
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
該
当
者
》

①
国
民
年
金
法
に
よ
る
、
障
害
福

　
祉
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者

　
で
、
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な

　
い
世
帯
の
者
。

②
年
令
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
．

《
届
出
方
法
》

◎
　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
と

　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
市
役
所

　
内
社
会
福
祉
事
務
所
又
は
、
出
張

　
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

市立保育園児募集
募集人員

　　東保育園　60名　南保育園120名

　　西保育園120名　北保育園　60名

　　越河保育園60名

申込期間

　昭和49年1月11日～31日

申込場所

　　白石市社会福祉事務所

その他

　　申込用紙はお渡ししております

※お問合せは市役所内線231番へ

乱

編
癒

楓
義
惑

oΦΦ○ΦΦΦ○Φ○Φ○●・ΦΦ●

　
法
定
手
形
交
換
所

　
　
　
設
置
に
つ
い
て

　
産
業
経
済
の
著
し
い
進
展
に
伴
い

商
取
引
の
支
払
手
段
と
し
て
の
手
形

小
切
手
の
流
通
は
最
近
著
し
く
増
加

し
f
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
円
滑
な

流
通
と
信
用
確
保
の
た
め
、
取
引
金

融
機
関
を
通
じ
、
手
形
交
換
所
に
て

相
互
間
の
決
済
方
法
を
採
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一

日
よ
り
正
式
に
『
白
石
手
形
交
換
所
』

と
し
て
認
可
さ
れ
、
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
「
法
的
に
支
払
呈
示
の
効
果
か

認
め
ら
れ
る
こ
と
」
「
不
渡
手
形
に
つ

い
て
は
、
支
払
拒
絶
証
明
を
な
し
う

る
こ
と
」
な
ど
の
効
果
か
あ
り
ま
す
。

　
白
石
市
の
経
済
発
展
を
は
か
り
、

又
対
外
信
用
を
高
め
る
た
め
に
も
、

皆
様
の
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
白
石
手
形
交
換
所

　
　
　
七
十
七
銀
行
　
白
石
支
店

　
　
　
徳
陽
相
互
銀
行
白
石
支
店

　
　
　
振
興
相
互
銀
行
白
石
支
店

　
　
　
仙
南
信
用
金
庫
本
店
営
業
部

白石市の人口

　　48・12・1現在
世帯数　　§，7朋世箒

人＞口、41，357人

郭L20，σ79人
女
、 ，⑳ノz78人

＿R＿
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も
う
す
ぐ
一
年
生

　
　
　
1
就
学
時
健
康
診
断
実
施
ー

昭
和
四
＋
九
年
度
、
就
学
予
奢
　
　
　
ワ
血

に
対
し
て
、
就
学
時
の
健
康
診
断
を

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け

さ
せ
て
／
￥
だ
さ
い
。

　
実
施
要
領
及
び
注
意
事
項

①
　
、
あ
健
康
診
断
は
、
心
身
の
状

　
況
を
法
令
の
規
定
に
従
っ
て
実
施

②
　
保
護
者
又
は
付
き
添
い
入
は
、

　
子
女
の
主
な
既
往
症
と
種
痘
、
ジ

　
フ
テ
リ
ヤ
な
ど
の
予
防
接
種
を
受

　
け
た
年
月
か
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
．

③
就
学
の
た
め
に
行
わ
れ
る
健
康

　
診
断
の
た
め
、
気
軽
に
受
け
さ
せ

　
て
く
だ
さ
い
ン

ヤ

両．q

成
　
人
　
の
　
日

　
　
　
㌧
カ
．

艮
初
冠
）
し
で
、
…

狩
に
徳
に
け
り
］

と
、
成
人
し
た
ば

か
り
の
男
．
r
か
狩

猟
に
出
か
け
る
話

が
で
f
、
い
ま
す
。

平
家
物
語
に
も
⊇

初
冠
の
御
粧
い
か

ば
か
り
か
ら
う
た

く
思
召
さ
れ
け
ん
。
」

と
、
立
派
に
成
へ

し
た
姿
を
気
持
ち

よ
、
－
・
な
か
め
る
場

面
か
あ
り
ま
し
た

　
昔
は
男
の
成
へ
式
を

「
．
兀
服
式
』

レ
ふ
『
初
元
結
へ
は
つ
も
と
ゆ
い
一
』

と
い
わ
れ
、
十
二
歳
か
ら
十
六
歳
の
間

の
正
月
に
お
こ
な
い
ま
し
た
．
成
人

に
な
っ
た
と
い
ろ
し
る
し
に
髪
を
知

！
、
切
っ
て
も
と
ど
り
を
結
び
、
服
装

を
改
め
4
、
頭
に
冠
を
着
け
る
の
か
習

わ
し
て
し
た
、
伊
勢
物
語
の
初
め
に

『
む
か
し
、
お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
馨
菅
菅
蔚
馨

こ
、
う
、
　
．
つ
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
リ
ノ

就学時健康診断目程

健診開始付愛

oo
　
o
o
　
o
o
　
o
o
　
o
o

B
　
1
3
　
1
3
　
1
3
　
1
3

（〕0

00

（）0

30

3し）

13

13

13

il

l1

30

　
訓
　
3
0
　
30
　
3
0

12

　
1
2
　
12
　
1
2
　
1
2

30

30

3（）

ol）

（｝u

12

12

12

11

ユ1

月18日（ω

月21日㈲

月22臥火）

月23日（・k）

月24日（教）

月25日㈲

月28日（月）

月29日（火）

月30日（佃

1目31日（相

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ご成人おめでと

国
民
の
祝
日
で
す
、

　
、
τ
一
し
放
べ
に
な
ら
れ
る
の
は
、

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
、

二
十
九
年
四
月
　
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
女
の
」
り
々
で
す
。

　
成
ペ
レ
一
な
ら
れ
た
方
マ
は
、
ま
す

国
民
と
し
！
・
、
も
’
，
と
も
重
要
な
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
、
国
政
や
県
、
市
の

政
治
に
参
加
す
る
チ
や
ン
フ
ヘ
か
あ
た

え
ら
れ
ま
す
．

条
馨
菅
榮
鱒
苦

日召和49年度

時日名校弟

福岡

深谷

小原

越河

斎川

大’ド

大鷹沢

白川

自一

白二’」

1月15日午前10時30分

白石市民会館於

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　、み

禽整壕1燐舞総1
て　祝　　与Lかすはに離両お
と　福　　・のり　も出れ親め
う　　た皇と　うれてので
　　　　　　さ’見成　おば　Fレ

　
　
　
　
　
　
　
・
＊
苦
菅
き
ヒ
餓
　
　
’

砦
楕
　
製
欝
融
轄
　
繋
儀

　
物
価
の
値
上
り
に
困
る

固
　
最
近
の
物
価
の
値
上
げ
は
、
本

　
当
に
ひ
ど
・
＼
あ
る
店
で
、
は
し
ば

　
し
ば
客
の
目
前
で
、
定
価
の
張
替

　
え
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
店
頭

　
に
並
ん
で
い
る
も
の
ま
て
、
値
上

　
げ
す
る
の
は
ひ
ど
過
ぎ
る
と
思
い

　
ま
す
。
何
と
か
な
ら
な
い
て
し
ょ

　
う
か
。

自
物
の
値
段
は
、
そ
れ
を
作
る
材

　
料
と
工
賃
が
、
原
価
と
な
っ
て
そ

　
れ
に
流
通
経
費
か
加
算
さ
れ
決
め

　
る
も
の
で
す
．
現
在
、
価
格
は
自

　
由
に
決
め
イ
・
、
売
る
体
制
な
の
で
、

　
役
所
で
は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出

　
来
ま
せ
ん
、
先
日
の
ト
イ
レ
ロ
ト

　
ペ
ー
パ
ー
の
パ
ニ
．
ク
事
件
を
始

　
め
、
食
油
、
砂
糖
、
塩
ま
で
、
「
な
く

　
な
る
」
「
高
く
な
る
」
の
悪
宣
伝
に

　
乗
せ
ら
れ
、
買
い
急
く
の
f
、
、
高
価

　
に
な
っ
で
、
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
今
こ
・
て
「
再
利
用
す
る
よ
う
心
掛

　
け
る
」
　
「
必
要
な
物
だ
け
買
う
」

時
て
す
。
国
で
も
、
物
価
対
策
解

　
決
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
私
達
消

費
者
も
社
会
状
勢
を
、
悪
化
さ
せ

　
る
生
活
態
度
を
や
め
る
と
共
に
、

目
に
余
る
事
は
、
市
の
相
談
窓
口

　
に
、
ご
相
談
下
さ
い

、

　
　
　
　
〔
消
費
生
活
相
談
員
）

　　一　7　
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（
跨
お
知
　
辻

（
（

　
圓
（
内
線
二
九
〇
番
）

　
三
才
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
5
年
7
月
－
日
～

　
　
　
　
3
1
日
ま
で
の
出
生
者

日
時
1
月
2
2
日
午
後
12
時
3
0
分

　
　
　
　
～
1
時
ま
で
受
付

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
三
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
9
月
1
4
日
～
1
0
月
1
7
日

　
　
　
　
ま
で
の
出
生
者

日
時
1
月
1
0
日
又
は
1
7
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
7
月
出
生
者

日
時
1
月
2
4
日
又
は
3
1
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
十
一
一
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
郵
年
12
月
出
生
者

日
時
1
月
9
日
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
妊
　
婦
　
相
　
談

該
当
者
　
1
2
月
届
出
の
者

日
　
時
　
！
月
8
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
所
白
石
市
民
会
館

　
團
（
内
線
二
九
六
番
）

　
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
〃

　
通
商
産
業
省
で
は
、
毎
年
1
2
月
訂

日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
工
業
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
製
造
業
関

係
の
全
事
業
所
が
、
対
象
と
な
る
調

査
で
す
。
近
日
中
に
調
査
員
が
お
伺

い
い
た
し
ま
す
か
ら
、
該
当
調
査
事
・

項
を
記
入
の
上
、
期
日
ま
で
に
提
出

出
来
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
い

た
ー
．
ま
す
。黛㊤

擁ρ
｛拓襖ラて；柳

團
（
⑤
三
六
杏
番
）

　
國
（
内
線
二
二
四
番
）

　
行
政
相
談
日

日
　
時
　
1
月
1
2
日

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

図
励
囹
闘
一
（
⑤
一
】
七
二
審

　
1
月
の
行
事

益
岡
城
リ
ー
ダ
ー
会
　
　
　
1
0
日

新
成
人
を
祝
う
集
い
　
　
　
1
9
日

益
岡
城
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　
3
0
日

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

華
道
　
池
坊

華
道
小
原
流

料
　
　
　
理

ギ
　
タ
　
ー

和
　
　
　
裁

社
交
ダ
ン
ス

フ
ラ
ワ
⊥
ア
サ
イ
ン

民
謡
愛
好
会

着
付
講
習
会

剣
　
　
　
道

ピ
ン
ポ
ン

7
日
14
日
2
1
日
2
8
日

8
日
2
2
日
2
9
日

10
日
1
7
日
2
4
日
3
1
日

n
日
1
8
日
2
5
日

8
日
2
2
日
2
9
日

12

日
1
9
日
2
6
日

12

日
1
9
日
2
6
日

10

日
1
7
日
2
4
日
3
1
日

10

日
1
7
日
2
4
日
31
日

10

日
1
7
日
2
4
日
3
1
日

12

日
1
9
日
2
6
日

7
日
11
日
14
日
1
8
日

紐
日
2
5
日
2
8
日

8
日
1
0
日
1
7
日
22
日

蟄
日
2
9
日
3
！
日

1
月
の
行
事

29　25　22　15　11　8

日日日日日日

書民盆書民盆
道謡栽道謡栽

囲謡造囲謡造
碁曲園碁曲園

嗣
闘
囲
（
内
線
二
三
三
番
）

　
定
期
生
活
相
談

日
　
時
　
1
月
5
日
　
1
5
日
　
2
5
日

　
　
　
　
午
前
⑳
時
～
1
2
時

場
　
所
　
白
石
市
役
所

　
身
体
障
害
者
の

　
　
　
職
業
訓
練
生
募
集

　
　
国
立
宮
城
県
身
体
障
害
者
職
業

　
　
訓
練
校
（
〒
九
八
三
　
仙
台
市

　
　
台
原
五
丁
目
十
五
ー
一
）
で
は

　
　
次
の
要
領
で
訓
練
生
を
募
集
し

　
　
て
お
り
ま
す
。

　
　
応
募
資
格

　
○
身
体
障
害
者
で
義
務
教
育
修
了

　
　
者
又
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ

　
　
る
入

　
o
身
体
の
障
害
の
程
度
は
盲
入
。

　
　
て
ん
か
ん
。
伝
染
病
患
者
以
外

　
　
の
人
で
、
一
年
問
の
訓
練
に
耐

　
　
え
ら
れ
る
人

▽
　
募
集
科

▽▽

華
道
　
茶
道

詩
吟

将
棋

華
道
　
茶
道

詩
吟

将
棋

今月の納税

市県民税第4期

を納める月です。

税務課
　
　
時
計
修
理
科
　
　
製
く
つ
科

　
　
電
子
機
器
科
　
　
義
肢
装
具
科

　
　
洋
　
服
　
科
　
　
理
　
容
　
科

　
　
洋
　
裁
　
科
　
　
事
　
務
　
科

　
　
軽
印
刷
科
　

デ
ザ
イ
．
ン
科

　
　
訓
練
期
間
　
一
ヵ
年

　
　
選
考
方
法
　
面
接
に
よ
る

　
　
申
込
〆
切
　
二
月
羊
八
日
ま
で

　
　
申
込
場
所
　
白
石
職
業
安
定
所

　
　
特
　
　
典

　
o
授
業
料
無
料

　
o
身
体
障
害
者
に
月
天
〔
目
円
支
給

▽▽▽▽▽

を
、

①
派
兵
シ
、
ベ
リ
ヤ
出
丘
ハ

②
教
育
の
心
を
求
め
て

③
ベ
テ
ィ
さ
ん
の
庭

④
も
と
の
も
く
あ
み

⑤
青
い
群
像

⑥
残
　
　
像

⑦
古
墳
の
謎

⑧
こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の

　
　
　
小
笠
原
流

⑨
特
派
事
件
記
者

⑩
憎
し
み
を
こ
め
て

　
　
　
振
り
返
れ

置
（
⑥
三
G
O
四
番
）

図
書
館
・
こ
ま
く
さ
号
ご
利
用
を

読
書
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
新
刊
書

　
多
数
揃
え
ま
し
た
．

新
刊
図
書
紹
介

朝
日
新
聞

第
三
文
明

新
潮
社

白
馬
出
版

集
英
社

祥
伝
社

祥
伝
社

文
化
出
版

桃
源
社

日
本
シ
ェ

　
ル
出
版

休日当番医
外　科

刈田病院
院
院
院
院

医
医
病
病

城
ガ
田
倉

　
繭

｛
呂
加
刈
朝

内　科
加藤（司医院

引地医院

曜日

院
院
院

医
医
医

崎
理
沼

柿
亘
大

日
日
祝
日
　
　
日

6
1
3
1
5

20

27

月

1

※診療時間は午前9時から午後5時までです

印
刷
所
　
本
木
印
刷
繰
）


